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　不定愁訴とは，漫然 とした変化 しやすい身体的愁訴が主体で，これに見合う器質的疾患

の裏づ けが捉えに くい訴 えを い う．不定愁訴は英語で は 「unidentified　complaints 」と

呼 ばれ，「客観的に同定 しにくい訴え」と和訳で きる．訴えとして は，体がだるい，疲れや

すい，足が重い ，動悸がする，息が切れる．肩 がこるな ど多種多様で ある ，

　女性で は，不 定愁訴は思春期，分娩 ・産褥期，更年期によくみられる．これらの時期は

精神的に も，内分泌学的にも，環境も大きく変化する時期であ る．中高年になると加齢に

伴う身体
・
精神症状の 低下がみ られ るが，女性においてはエ ス トロゲ ンの急激な低下の た

め ，男性よりもさまざまな症状がみ

られやすい，45〜55歳 の女性 にみ

られる不定愁訴で ，日常生活 に大き

な影響を及ぼす場合を更年期障害 と

いう．

　本稿では，更年期にみられ る不定

愁訴へ の対処の 仕方につ い て概説す

る ．

　更年期にはさまざまな不 定愁訴が

み られ る （図 1，牧田 ら
1）
）．こ れ らの

症 状は次の 3 つ に大 きく分け られ
（図 1） 更年期に認め られ る 不定愁訴（身体部位別）
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る．

　1．血管運動神経 ・自律神経症状 ：のぼせ ， ほて り ， 冷え性 ， 動悸

　これらの症状は，エ ス トD ゲンの急激な低下と関連する．実際，エ ス ト0 ゲンの 補充療

法に よ り，これ らの症状は改善する．なお，hot　flush（のぽせ，ほて り）は欧米人 ではよ

くみられるが，日本人では必ず しも多くはない．

　2．精神神経症状 ：頭痛 ， 頭重 ， 気分不安定 ， 憂鬱 ， 逆上感な ど

　更年期における心理 ・社会 ・環境因子（子供の自立，閉経 を迎 えたこ と，悪性腫瘍へ の

恐怖）が発症 と関連する．ま た，エ ス トロ ゲン の低下をは じめ とする内分泌系 へ の 変動は

中枢神経にも影響 を及ぼし，その結果，さまざまな精神神経症状が出現するもの と考えら

れて いる ．

　3．運動器症状 ：肩 こ り，腰痛な ど

　主 に，身体機能の老化による．

　1．Menopausa ［indexの更年期指数（衰1）
　患者の訴える不定愁訴を点数化すれば，より定量的なもの となる 、不定愁訴をもつ 女性

の状態や程度の把握，診断 治療効果判定な ど臨床的に有用とな る．欧米で は Kuppermann
の 更年期指数が用 い られ て きた．不 定愁訴を 11項目に分類 し，各項目にあげた症状の 程

度 と各項目につ けた重み をかけ合わ せて合計した点数で表す，しか し，この Kuppermann

指数は，血管運動神経障害（ほてり．発汗な ど）に重みを持たせすぎてお り，本邦女性には

都合が悪い ことが指摘されて きた．表 1 に Kuppermann 指数による不定愁訴点数化の
一

例を示す．

　2．簡易更年期指数（simplified　menopausal 　index：SMI， 表2）
　本邦で は，ほて りな どの血管運動神経障窖 よりも，肩こ り，頭痛，腰痛，頭重，倦怠感

な どをよ く訴えるので ，この Kuppermann指数を用い るの は，不都合 と考えられて きた，

（表 1） Kuppermann 指数に よ る不定愁訴点数化の例

症状 因子 激 しさ 点数化

1、血管運 動 4 3 12
2．知 覚過 敏 2 2 4
3．不 眠 2 2 4
4．神 経質 2 1 2
5、ゆううつ 1 0 0
6．眩暈 1 0 o
7．脱力感 （疲労） 1 2 2
8．関 節痛，筋肉痛 1 『 1
9．頭痛 1 3 3
10．動悸 1 2 2
層 ．蟻走感 1 1 1

更年期指数 （合計，51点満点） 31

名症状の 激 しさは．な しで は O 点，軽度 では 1点，中等度 で

は 2 点，著 しいで は 3 点を そ れ ぞれ 与 え，そ れ ら と各 因子 の

点数 （1〜4） との 積 を求 め，そ れ ら の 合 計 を 出 し て．更年

期指数とす る．
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（表 2） 簡易更年期指数（SMI ， 小山 1992 ）

症 状 症 状の 程度 （点数）

強 中 弱 無

  顔がほて る 10 6 3 0
  汗をかきやすい 10 6 3 0

  腰や手足が冷えやすい 14 9 5 o

  息切れ，動悸がする 12 8 4 0

  寝つ きが悪い，または眠りが浅い 14 9 5 0
  怒りやすく，すぐイ ライ ラする 12 8 4 0
  くよ くよ したり，憂 うつ に なる こ とがある 7 5 3 0

  頭痛，め ま い，吐 き気がよ くあ る 7 5 3 0

  疲れやすい 7 4 2 0

  肩こ り，腰痛，手足の 痛み が あ る 7 5 3 0

合計点 （100 点満点）

小山らは肩こ り，頭痛，腰痛，頭重 倦怠感をも重視した簡易更年期指数（SMI）を作成 し

た
2），SMI で は，ほて りも十分重視して おり，日本人女性の 実情によ く則 してい ると考え

られる ，「00点満点であ り．点数に より重症度の ラ ン ク付け がして あ り，治療指針が示 さ

れてい る．

　不定愁訴をもつ女性の心理的背景
・
性格および自律神経症状を把握する心理テ ス トの 主

なものとしてわれわれは以下の 3つ を用いている
3＞．

　1．CMI 健康調査（Cornell　Medical　lndex　Health　Questionaire）

　心身両面 にわたる 自覚症状を短時間に検査するもの で．身体的自覚症状 12項目と精神

的自覚症状 6 項目に分 かれてい る．そのうち，身体的 自覚症 C，1，J の 3 項 目の総合得点

と精神的自覚症 M 項 から R 項 までの総合得点を比較 して 4 段階に判定する こ とに よ り，

神経症的傾向を知ることができる，

　2．MAS （Manifest　Anxiety　Scale）

　不安に関する50項 圉か らな り，これも神経症傾向をみる もの である ．20．5点以上が異

常であ り，35点以上 では不安感がきわめて強 く，神経症的傾向が強い と判定する．

　3．MPII（Maudsley　Personality　lnventor，モ
ーズ レイ性格検査）

　外向的かどうか，神経質かどうか，自分を良く見 せよ うと して虚偽を示すか（ライス コ

ア）を判定す る，この MP ［でライ ス コ アが異常（20点以上）なものでは，その記載には虚

偽があると判断され，他の 心理テ ス トも信頼で きない と判定する．これらの心理テ ス トに

より，不定愁訴 を点数化す ることがで き，不定愁訴をある程度客観化 できる利点がある．

冨 ； 騨　≡詈

　更年期におけ る不定愁訴は，多くの場合その愁訴をきたす疾患を同定で きる こ とは稀で

あ る．しかし，中には明らかに器質的疾患に起因するもの もあるの で，不定愁訴をきたす

種々の疾患を念頭において臨床検査を行 うことが重要である．陽性所見が認められ，疾患

が疑わ れ産婦人科以外の診療の 必要があ ると判断されれ ば，各担当臨床科 に紹介する，検

査結果が陰性であれば，その こ とを患者 に伝え ることによ り，愁訴の 改善 に役立つ ．
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　1．一般検査（表3）
　まず婦人科的な一

般診察（超音波検査を含む）を行う．婦人科的疾患が認められなければ

以下 の検査を川頁次行う．肩 こ り，頭痛，頭重，を訴える場 合，血圧測定が第 1 になされ

るべ きであ る，倦怠感がみられれば，肝機能検査 腎機能検査 血算，血糖 CRP を検

査する．また，ほて りや動悸があれば，心電図検査，甲状腺機能検査の 適応 となる．これ

らの臨床検査をひととおり，段階的に進めて い く．腰痛を訴えれば ， 腰椎の レン トゲン検

査（2方向）を行い ，骨折や骨萎縮度，骨粗鬆症の有無をみ る，肩こ りがひ どい場合は頸椎

の レン トゲン検査も必要である．

　2．専門的検査

　腰 痛を訴える場合は腰椎の レン トゲ ン検査の ほか，DXA 法（Dual　energy 　X−ray　ab −

sorptiometry）により第 2腰椎から第 4腰椎の 骨塩量 を測定 し，骨塩量低下や骨粗鬆症の

有無をみる，D×A 法による骨塩量測定と腰椎レン トゲン撮影 は，中高年女性の健康を取

り扱う産婦人科で は必須の検査とな っ てい る．また，頭痛が激 しければ，他料で の脳血管

造影や MRI の適応とな る し．肩こ りが重症であ れば，整形外科で の脊髄造影 が必要な こ

ともある．

　更年期障害 と鑑別を要する他科疾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （表 3）　更年期障害以外の疾患発見に役立つ一般
患を表 4 に列挙 する・　　　　　　　　 検査

一
　更年期の 不定愁訴の客観的評 価に

有用な検査 として ，以下の もの があ

げられる．

　1．寒冷負荷指尖容積脈波
4）

　左手第 2指を用 い て指尖容積脈波

を測定する，まず，安静時の 脈波の

高さを測定 してお く，その後，手首

＊ 婦人科的
一

般診察

　 婦人科疾患除外の た め

　 問診で卵巣機能の低下が ？の時 ：LH，　 FSH，　 E2
＊ 肩こ り，頭痛，頭重感があ れば，

　 血圧測定，頸椎の レン トゲン検査 （ひどい 肩 こ り）

＊ 倦怠感があれば

　 肝
・
腎機能検査，血算．血糖，CRP

＊ ほて り．動悸があれば，

　 心電 図．甲状腺機能検査

＊ 腰痛があ れ ば，

　 腰椎 レン トゲ ン検査

（表 4） 更年期障害と鑑別を要する他科疾患

他の診療科 鑑別の 要点や注意すべ き点

精 神科疾患

　 ＊ 気分障害

　 ＊ 統合失調症

　 ＊ 不 安障害

　 ＊ 身体表現 性障害

内科 （心療内科）疾患

　＊ 自律神経失調症

　＊ 甲状腺機能低下 症

　 ＊ 高血 圧症，

気分障害 （抑鬱気分，爽快気分）を主徴とする，

幻覚，妄想，無為，自閉を主徴とす る．

（注）更年期に初発す るこ ともある、

不安を主徴とす る 神経症 （神経症性障害）の
一

型．

身 体 症 状 を 呈 した り，身 体 へ の 過 度 な こだわ りを 示 す．

　　　　　　　　　　　　症状は類似する が，閉経とは関連 しな い、

　　　　　　　　　　　 　発汗減少，傾眠 傾向，舌 腫大，便秘，全身浮腫，

　　　　　　 ＊肝機能障害，＊ 腎機能障害，＊ 心機能障害，＊ 甲状腺機能亢進症

　 ＊ 機能性頭痛 （片頭痛，筋緊張型頭痛，群発頭 痛，更年期初発は稀）

整形外科疾患　 ＊腰痛症

耳 鼻科疾患　　 ＊ メニ エ ル 病　めま い．耳 鳴 り が主 体
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まで氷 水 中に 1分 閤浸す寒 冷 負

荷を与え．その後の波高を再度測

定する．寒冷負荷後にはい っ たん

波高は減少するが，あ る時間経つ

と寒冷負荷前の波高に回復する ，

この 回復に要する時閤を客観的な

目安 とするものである．寒冷負荷

からの 回復時閻は，更年期障害の

女性で は長いが，自律神経調整剤

である トフ ィ ソ バ ム（150m8／日）

を 4 週問投与 した後 には短縮 し，

また Kuppermann指数の 改善 と

相関があると報告 されている，更

SNS 　　　　　　PNS 　　　　　　　　　　　　SNS 　　　　　　PNS

交 感神経 　　　　　異
交 感神経

　　　　　　 副交感神経 づ
　 副 交感 神経

Hot 　flushなし Hot 　Mush あり

6 ：4 〜4 ：6が基本的比 率 ｛2 ：1 以上 を異 常とする）

（図 2）　Autonomic　Balance 　Report

異常

年期障害における不定愁訴の客観的評価および治療効果判定の マ
ーカー

として 有用で あろ

うと思われる．

　2．赤外線サーモグラフ ィ

　指尖容積脈波で は指先における血流の み しかみれないの で．あ る程度広い範囲内，つ ま

り手掌や顔面の皮膚温を赤外線サーモ グラフ ィ を用 いて測定す る検査であ り，これにより，

hot　flushの 診断を行う
5）6）．

　3．血中 CGRP （Calcitonin　Gene−Related　Peptide）
　血中 CGRP レベ ルが hot　flush出現9寺期 と

一
致 して上昇 するこ とよ り．　 hot　flushと

CGRP の 関連が強く示唆されて いる
7）．　 hot　flushを血 中ホ ル モ ン レペ ル で うま く説明 し

えた最初のもので ある．

　 4．Autonomic 　Balance　Report

　Autonomic　Balance 　Reportは指先にセン サ
ーをつ けて，心電図 でい う RR 閤隔の バ

ラツキを自動解析する装置で あ る．自律神経すなわち交感神経と副交感神経のバ ラン ス を

み る検 査で ある、交感神経と副交感神経 のバ ラン ス は6 ：4〜4 ：6が基 本で ある が，図 2
右のように hotflushが出現 すれば相対的に交感神経優位にな る．すなわ ち，自律神経失

調症を客観的に捕らえる こ とが可能となる．Hotflush以外に 精神的，肉体的ス トレ ス の

程度も評価可能である．

一
　更年期障害 の治療 は，  生活指導 ・カ ウンセ リング，  ホル モ ン補充療法 Hormone　re−

placement　therapy．  漢方療法 ・代替療法．  向精神薬，からなるが 更年期障害の 3
大要因は卵巣機能の 低下 ，環境の変化やス トレス ．性格であ り，これ らが．複雑に混在 し

てい ることから画
一

的に行うべ きではない，社会的不安や性格 ス トレス が原因とな っ て

いる ときには，じ っ く りカ ウン セ リングを行うこ とが重要で あ る．

　薬物療法を行う場合には t 明 らかな精神科疾患がなければ，まず HRT を行 う．更年期

に認め られる さまざまな不定愁訴に対する治療としての HRT は，更年期症状を改善する．

特に，ほて り，発汗、冷えなどの血管運動神経症状（自律神経失調症）には有効である．一

方，鬱気分，神経質，めまい，易疲労感などの精神症状には HRT よ りもむ しろ漢方薬 が

有効なこ とがある．故に，更年期障筈で は HRT と漢方を上手に使うこ とが重要で ある．

それでも無効な精神症状に対 しては，ベ ンゾジアゼ ピン系の 向精神薬，抗不安薬，SSR ト（se一
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lective　serotonin 　re−uptake 　inhibitor）などを投与する．鬱病は精神神経科に紹介する，

　閉経を中心と した約 IO年問の更年期を如何に過 ごすかは，その 後の QOL 向上の ために

も大切で あ る．すなわち，更年期障害で躓かない こ とが重要 といえる．わが国は世界でも

最も長寿国であ り．今や20人に 1人は 100歳で ある．しかも，その寿命は毎年3カ 月ずつ

延びている．それだけに，産婦人科診療の 中で，中高年女性医学はますますその 重要性を

増 して くるものと思われる．本稿で は，産婦人科医 が更年期に あ る女性を中心に，中高年

女性を全人的に観察 しながら診 ることが重要 である ことを強調 した．

↑
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